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河  知美 さん（兵庫医療大学 2014年卒）

重度障がいを持つ子どもの発達を
リハビリテーションでサポートしたい

医療福祉センターさくら
作業療法士 PROFILE

TOMOMI KAWA

作業療法士。三田市出身。兵庫医療大学リハビリテーション学部を卒業
後、2014年から医療福祉センターさくら（兵庫県三田市）で利用者の作
業療法を担当。大学時代は大学実行委員会で広報を務める。お笑いが
好きで、気分転換に大阪の難波にお笑いライブを観に行くことも。

実習着を着ると心がシャ
キッと引き締まったことを
覚えています。長くて時に
辛く感じる実習も、一緒に
励まし合える友達がいた
から乗り越えることができ
ました。

MY HISTORY

私と医療大

笑顔のリハビリテーションルーム
　リハビリテーションルームは、あたたかい空気に満ちてい

た。作業療法士の河氏は、利用者の女の子をタブレット端

末で遊ばせている。画面を触ると絵が動き出し、それに反応

することがリハビリテーションになるのだが、今日はあまり画

面をタッチしてくれない。本誌の取材スタッフがいて緊張して

いると見て取った河氏が「〇〇ちゃん、今日は女優やね」と

声をかけると、女の子はうれしそうな顔を見せた。別の男の

子には、ブランコを体験させる。男の子を抱き寄せる河氏の

まなざしは、まるで我が子を慈しむ母親のようだ。

　河氏が働く医療福祉センターさくら（兵庫県三田市）は、重

度の身体障がいと知的障がいが重なる人を医療と生活の両面

からサポートする、いわば利用者の“家”だ。河氏は大人と子ど

も両方にリハビリテーションを行うが、特に子どもには「揺れ」

など発達段階で欠かせない刺激がある。「障がいの程度が重

いと、そうした刺激を自分で獲得できないため、ブランコで揺れ

を体験させたり、積み木やボールなど手を使って遊んだりと、外

から刺激を与えて成長を促すことを大切にしています」。

職場体験で知った作業療法士という仕事
　河氏がリハビリテーションに興味を持ったのは、中学生の

ときの職場体験で病院に行ったことがきっかけ。そこで作

業療法士や理学療法士が、利用者とコミュニケーションを

取りながら働く姿に憧れた。「作業療法士・理学療法士とい

う仕事自体を初めて知ったのもその時で、『格好良いな、な

りたいな』と思いました」。その中

でもなぜ、重度障がいの子ども

に向き合おうと思ったのか。「子

どもの頃から、クラスメイトに特

別支援学級に通う子がいると、そ

こでどんなことをしているのか気

になっていたんです。だからリハ

ビリテーションを志したときから、子どもを対象にしたいと考

えていました」。さらに、大学時代の実習で重度障がいの子

どもの施設に行ったことが決め手になった。はじめは体の

変形が大きい子どもを見て戸惑ったというが、「彼らと関

わっていく中で、『この子たちのために働くのは誇らしいこと

だ』と感じ、この分野に自分の力を注ぎたいと思いました」。

試行錯誤を重ね、一歩ずつ前へ
　相手が重度障がい者ならではの難しさもある。まず、利用

者との意思疎通が簡単ではない。言葉を発することができな

い利用者も少なくなく、「ささいな表情や、ちょっとした発声、

体の緊張具合などから、リラックスしているのか不快なのかを

判断します」と河氏。人によって心地よく感じることや表現の

仕方が違うので、色 と々試しながら、その利用者に合うリハビ

リテーションメニューを見つけていく。さらに、同じ人でも日に

よって状態は異なる。「前に喜んでくれたメニューをしても、今

日は怒ってしまうこともあって、本当に毎日が勉強です」。

　そんな河氏が仕事で喜びを感じるのは、利用者がわずか

に動かせる部位をうまく使えたときに表情がほころぶ瞬間

だ。「みなさんが、リハビリテーションの時間を楽しみに

待っていてくれるのがうれしいです」。利用者数が多いた

め、1人あたりのリハビリテーション頻度は週に1～2回。中

には治療が必要で、ベッドの上で過ごす時間が多い人もい

るので、体と心を緩められるリハビリテーションの時間が待

ち遠しくなるのだろう。河氏はその彼らの気持ちに、いつも

やわらかな笑顔で応える。

　医療福祉センターさくらは、子どもから大人まで色々な年

齢の利用者が暮らしているため、「さまざまな人の成長を間

近で見られるのが自身の勉強になる」と河氏は話す。めざす

将来像をたずねると「利用者さんにも同僚にも、『困ったと

きは河に聞いたら良い』と思ってもらえるような、頼られる

存在になりたい」と、少し照れながら教えてくれた。
実習を乗り越えた友人と（左端:河さん）
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